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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 15,711,505 17,868,508 40,818,719

経常利益又は経常損失(△) (千円) △362,840 228,722 369,163

四半期（当期）純利益又は四半
期純損失(△)

(千円) △459,389 198,331 155,208

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △504,083 119,657 576,687

純資産額 (千円) 4,496,895 5,704,044 5,588,805

総資産額 (千円) 24,176,471 26,636,778 29,372,155

１株当たり四半期（当期）純利
益金額又は１株当たり四半期純
損失金額(△)

(円) △22.30 9.63 7.53

潜在株式調整後１株当たり　　
四半期（当期）純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 14.6 17.6 15.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 866,278 3,470,175 290,911

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 62,908 △60,913 △97,624

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,211,559 △1,530,740 △99,657

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,167,213 6,442,120 4,549,828

　

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益又は四半
期純損失金額(△)

(円) △10.8 8.81

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(１)業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による経済対策や金融政策の効果を背景に、

企業収益や個人消費の改善等、景気回復の兆しが見られる一方、円安の影響による輸入価格上昇、欧米

諸国における財政問題や新興国の成長鈍化に対する懸念等により、依然として先行きは不透明な状況に

ありました。

建設業界におきましても、公共投資が政府の経済政策により堅調に推移し、民間投資も企業収益の改

善や消費税増税前の駆け込み需要により、回復基調で推移いたしました。しかし、労務費や材料費の高

騰、慢性的な労働力不足等、依然として厳しい経営環境が続いています。

こうした状況の中、当社グループはお客様の信頼確保を第一に、医療・福祉部門や、東北地区での震

災復興工事等に注力し、受注の獲得と利益の向上に取り組んでまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が17,868百万円（前年同四半期比13.7%増）

となりました。利益につきましては、営業利益266百万円（前年同四半期は138百万円の損失）、経常利

益228百万円（前年同四半期は362百万円の損失）、四半期純利益198百万円（前年同四半期は459百万円

の損失）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次の通りであります。なお、当社グループでは、セグメント利益につい

ては四半期連結損益計算書の売上総利益を基礎としております。

　

（建築セグメント）

国内での建築工事に関する事業より構成され、売上高は9,699百万円（前年同四半期比15.5％増）、

セグメント利益は527百万円（前年同四半期比56.4％増）となりました。

　
（土木セグメント）

国内での土木工事に関する事業より構成され、売上高は5,683百万円（前年同四半期比23.1％増）、

セグメント利益は297百万円（前年同四半期比3.9％増）となりました。
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（海外セグメント）

海外での工事に関する事業より構成され、売上高は1,774百万円（前年同四半期比21.9％減）、セグ

メント利益は205百万円（前年同四半期比563.0％増）となりました。

　
（不動産セグメント）

不動産事業における売上高は243百万円（前年同四半期比9.5％減）、セグメント利益は120百万円

（前年同四半期比8.7％減）となりました。

　
（その他のセグメント）

資機材の販売・賃貸等その他の事業に関する売上高は466百万円（前年同四半期比207.6％増）、セグ

メント利益は53百万円（前年同四半期比102.5％増）となりました。

　
(２)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、6,442百万円

と、前連結会計年度末に比べ1,892百万円の増加（41.6％増）となりました。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、3,470百万円となりました（前年同

四半期は866百万円の増加）。その主な要因は、仕入債務の減少、たな卸資産の増加、売上債権の減少等

によるものです。

　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、60百万円となりました（前年同四半

期は62百万円の増加）。その主な要因は、有形固定資産の取得等によるものです。

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、1,530百万円となりました（前年同

四半期は1,211百万円の減少）。その主な要因は、短期借入金及び長期借入金の返済、社債の償還等によ

るものです。

　

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(４)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 62,244,000

計 62,244,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,072,850 22,072,850
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は　　　　　　
1,000株であります。

計 22,072,850 22,072,850 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

徳倉建設株式会社(E00079)

四半期報告書

 6/23



　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

― 22,072,850 ― 2,368,032 ― 1,232,784

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

徳友会グループ持株会 名古屋市中区錦三丁目１３番５号 1,853 8.39

三徳物産株式会社 名古屋市中区錦三丁目１３番５号 1,248 5.65

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,010 4.57

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 924 4.18

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞が関三丁目７番３号 809 3.66

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 700 3.17

大成化工株式会社 東京都葛飾区西新小岩三丁目５番１号 630 2.85

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋一丁目１８番６号 600 2.71

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目１３番１号 580 2.62

あいおいニッセイ同和損害保険
株式会社

東京都渋谷区恵比寿一丁目２８番１号 570 2.58

計 ― 8,924 40.38

 (注)１　上記のほか当社所有の自己株式1,252千株（5.67％）があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　(自己保有株式)
　普通株式

1,252,000
― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式

20,708,000
20,708 ―

単元未満株式
　普通株式

112,850
― ―

発行済株式総数 22,072,850 ― ―

総株主の議決権 ― 20,708 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式754株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
徳倉建設株式会社

名古屋市中区錦三丁目13
番５号

1,252,000 ― 1,252,000 5.67

計 ― 1,252,000 ― 1,252,000 5.67

　

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載

しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,831,757 6,785,256

受取手形・完成工事未収入金等 13,565,075 7,870,662

販売用不動産 193,464 176,399

未成工事支出金 798,992 1,823,373

不動産事業支出金 － 111,156

商品及び製品 1,717 3,667

材料貯蔵品 4,125 5,083

繰延税金資産 94,426 93,010

その他 1,054,003 931,954

貸倒引当金 △320,164 △210,136

流動資産合計 20,223,398 17,590,426

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,861,601 3,852,979

減価償却累計額 △2,019,833 △2,050,229

建物及び構築物（純額） 1,841,768 1,802,750

機械装置及び運搬具 367,506 412,956

減価償却累計額 △342,675 △324,018

機械装置及び運搬具（純額） 24,831 88,938

船舶 77,926 110,102

減価償却累計額 △44,042 △79,310

船舶（純額） 33,883 30,791

工具、器具及び備品 197,800 198,779

減価償却累計額 △183,400 △183,860

工具、器具及び備品（純額） 14,400 14,918

土地 4,635,560 4,633,300

リース資産 － 3,960

減価償却累計額 － △66

リース資産（純額） － 3,894

有形固定資産合計 6,550,444 6,574,592

無形固定資産

その他 67,815 71,317

投資その他の資産

投資有価証券 1,612,400 1,669,002

長期貸付金 281,117 247,333

長期未収入金 365,380 394,374

破産更生債権等 70,866 23,195

繰延税金資産 74,576 62,115

その他 251,378 171,173

貸倒引当金 △125,223 △166,752

投資その他の資産合計 2,530,496 2,400,441

固定資産合計 9,148,756 9,046,351

資産合計 29,372,155 26,636,778
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 10,233,958 7,006,024

短期借入金 8,181,868 6,866,223

1年内償還予定の社債 395,000 353,000

未払金 212,502 97,820

未払法人税等 42,905 26,371

未成工事受入金 1,517,192 3,642,495

完成工事補償引当金 103,451 108,549

工事損失引当金 80,371 52,800

賞与引当金 58,812 87,831

環境対策引当金 8,914 －

その他 427,788 240,805

流動負債合計 21,262,765 18,481,921

固定負債

社債 686,000 552,500

長期借入金 1,100,443 1,068,091

長期未払金 49,338 54,482

退職給付引当金 457,082 466,289

環境対策引当金 2,394 2,394

再評価に係る繰延税金負債 109,385 109,385

資産除去債務 9,115 9,197

その他 106,825 188,471

固定負債合計 2,520,584 2,450,812

負債合計 23,783,349 20,932,734

純資産の部

株主資本

資本金 2,368,032 2,368,032

資本剰余金 1,527,310 1,527,310

利益剰余金 1,110,116 1,308,071

自己株式 △163,478 △163,643

株主資本合計 4,841,980 5,039,770

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 214,332 183,363

繰延ヘッジ損益 59,132 13,796

土地再評価差額金 △553,462 △553,462

その他の包括利益累計額合計 △279,998 △356,301

少数株主持分 1,026,823 1,020,575

純資産合計 5,588,805 5,704,044

負債純資産合計 29,372,155 26,636,778
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高
※2 15,711,505 ※2 17,868,508

売上原価 14,933,981 16,700,045

売上総利益 777,523 1,168,462

販売費及び一般管理費
※1 915,718 ※1 902,457

営業利益又は営業損失（△） △138,195 266,005

営業外収益

受取利息及び配当金 17,913 20,083

為替差益 － 43,764

その他 25,048 32,914

営業外収益合計 42,962 96,762

営業外費用

支払利息 88,932 73,255

為替差損 162,512 －

その他 16,163 60,791

営業外費用合計 267,608 134,046

経常利益又は経常損失（△） △362,840 228,722

特別利益

固定資産売却益 7,267 4,824

投資有価証券売却益 － 1,225

その他 924 －

特別利益合計 8,192 6,050

特別損失

固定資産除売却損 940 815

投資有価証券評価損 108,558 －

その他 8,280 －

特別損失合計 117,779 815

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△472,427 233,956

法人税、住民税及び事業税 13,509 49,594

法人税等調整額 △1,883 △11,546

法人税等合計 11,625 38,048

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△484,053 195,908

少数株主損失（△） △24,663 △2,423

四半期純利益又は四半期純損失（△） △459,389 198,331
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△484,053 195,908

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 32,799 △30,916

繰延ヘッジ損益 △52,829 △45,335

その他の包括利益合計 △20,030 △76,251

四半期包括利益 △504,083 119,657

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △479,274 122,028

少数株主に係る四半期包括利益 △24,808 △2,371
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△472,427 233,956

減価償却費 50,244 65,708

貸倒引当金の増減額（△は減少） △265,766 △68,498

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 5,802 5,098

工事損失引当金の増減額（△は減少） △56,193 △27,571

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,648 29,018

退職給付引当金の増減額（△は減少） 30,941 9,207

受取利息及び受取配当金 △17,913 △20,083

支払利息 88,932 73,255

投資有価証券評価損益（△は益） 108,558 －

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △531 △1,225

固定資産除売却損益（△は益） △6,327 △4,009

売上債権の増減額（△は増加） 4,061,647 5,694,413

立替金の増減額（△は増加） 61,684 17,598

たな卸資産の増減額（△は増加） △772,254 △1,121,380

仕入債務の増減額（△は減少） △2,334,922 △3,227,933

未成工事受入金の増減額（△は減少） 121,428 2,125,302

その他の流動資産の増減額（△は増加） △26,141 227,842

その他の流動負債の増減額（△は減少） △205,783 △302,408

破産更生債権等の増減額（△は増加） 995,275 47,670

為替差損益（△は益） 20,262 634

その他 △372,044 △159,318

小計 1,047,117 3,597,279

利息及び配当金の受取額 18,288 19,542

利息の支払額 △87,036 △77,157

法人税等の支払額 △112,091 △69,489

営業活動によるキャッシュ・フロー 866,278 3,470,175

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △69,187 △137,979

定期預金の払戻による収入 135,682 149,852

有形固定資産の取得による支出 △4,639 △90,084

有形固定資産の売却による収入 10,246 13,943

投資有価証券の取得による支出 △26,674 △1,424

投資有価証券の売却による収入 25,704 15,172

連結子会社株式の取得による支出 － △1,050

非連結子会社株式の取得による支出 △4,820 －

貸付けによる支出 △4,970 △17,076

貸付金の回収による収入 6,906 15,346

その他の支出 △11,203 △13,785

その他の収入 5,864 6,172

投資活動によるキャッシュ・フロー 62,908 △60,913
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 24,663,470 19,315,770

短期借入金の返済による支出 △24,715,550 △20,150,360

長期借入れによる収入 － 250,000

長期借入金の返済による支出 △962,496 △763,407

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △4,953

社債の償還による支出 △175,500 △175,500

自己株式の取得による支出 △84 △165

配当金の支払額 － △24

少数株主への配当金の支払額 △7,000 △2,100

その他 △14,399 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,211,559 △1,530,740

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,804 13,769

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △280,568 1,892,292

現金及び現金同等物の期首残高 4,447,781 4,549,828

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 4,167,213 ※1 6,442,120
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　
該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　

該当事項はありません。

　
(会計方針の変更等)

　

該当事項はありません。

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

該当事項はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 偶発債務

(1)連結会社以外の会社等の金融機関からの借入に対して、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

トクラ・タイランド㈱ 32,000千円 トクラ・タイランド㈱ 31,100千円

従業員 8,076千円 従業員 7,052千円

　　　　　計 40,076千円 　　　　　計 38,152千円

　

(2)次の会社の分譲住宅販売に係る手付金等受領額に対して、信用保証会社へ保証を行って

　　　おります。

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

宝交通㈱ ― 千円 20,800千円

　
　２ 受取手形割引高

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形割引高 1,030千円 3,802千円

　
(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

従業員給与手当 413,674千円 413,972千円

賞与引当金繰入額 25,856千円 25,392千円

貸倒引当金繰入額 △75,306千円 △77,380千円

　

※２　売上高の季節的変動

前第２四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４

四半期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間におけ

る売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 4,406,420千円 6,785,256千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△239,206千円 △343,135千円

現金及び現金同等物 4,167,213千円 6,442,120千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計

建築 土木 海外 不動産 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,400,897 4,616,842 2,272,934 269,012 15,559,686 151,818 15,711,505

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 29,735 ― 72,216 101,951 288,641 390,593

計 8,400,897 4,646,577 2,272,934 341,228 15,661,638 440,460 16,102,098

セグメント利益 337,405 285,977 31,040 131,705 786,127 26,194 812,321

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、資機材賃貸事業及び資材販売事業等

を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 786,127

「その他」の区分の利益 26,194

セグメント間取引消去 △34,798

四半期連結損益計算書の売上総利益 777,523

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計

建築 土木 海外 不動産 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,699,640 5,683,677 1,774,898 243,346 17,401,562 466,945 17,868,508

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

11,887 25,998 ― 78,909 116,795 242,774 359,570

計 9,711,528 5,709,675 1,774,898 322,256 17,518,358 709,720 18,228,079

セグメント利益 527,825 297,199 205,799 120,207 1,151,031 53,041 1,204,073

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、資機材賃貸事業及び資材販売事業等

を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,151,031

「その他」の区分の利益 53,041

セグメント間取引消去 △35,610

四半期連結損益計算書の売上総利益 1,168,462

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金
額(△)

△22.30円 9.63円

 (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △459,389 198,331

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)(千円)

△459,389 198,331

普通株式の期中平均株式数(株) 20,600,083 20,597,384

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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栄監査法人

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   玉　　置　　浩　　一   印

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   横　　井　　陽　　子   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月14日

徳倉建設株式会社

　取締役会 御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている徳
倉建設株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、徳倉建設株式会社及び連結子会社の平成25
年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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